
















を用いて不整三角形網（TIN：Triangulated Irregular Network）により TIN モデルを作成した後に、




















































































　千足古墳のデジタル測量では、合計13,264点を計測し（図６.14）、他と同様 TIN モデルから 
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　航空写真を用いた造山古墳の周辺地域の DEM 作成には、MapMatrix という GIS ソフトウェアを
用いている。MapMatrix で作成した造山古墳周辺地域の DEM と、デジタル測量で得られた陪塚の
計測点のデータとの合成には、数段階のプロセスを経る必要がある。それは MapMatrix で作成した 
DEM には陪塚部分のデータが既に含まれているため、まず陪塚の該当箇所のデータを消去し、そこ
にデジタル測量のデータを嵌め込むかたちになるからである。
　今回の作業にあたっては、DEM の合成に IDRISI、画像の作成には Surfer、と二つの異なるソフ
トウェアを用いた。まずは IDRISI 上で、周辺地域の DEM とデジタル測量で得られた計測部分のポ
図６.20　第６号古墳の DEM と推定半径











　次に、もともと MapMatrix で作成した造山古墳周辺地域の DEM と新たに作成した二値画像をオ
ーバレイし掛け合わせることで、周辺部分はオリジナルデータのままであるが、墳丘部分は「０」の
値をもったDEMを作成する。要するに、周辺地域の DEM においてデジタル測量で計測した範囲内
だけ標高情報を持たない（値が０である）DEM を作成したことになる。そしてその DEM を XYZ 
のテキストデータとして書き出し、そこにデジタル測量で得られた XYZ のポイントデータを付け




　空間内挿と画像の作成にあたっては Surfer を用いたが、Surfer のメリットは DEM 画像の視点を
自由に動かすことができ、自分が見たい方向や角度を様々に設定し鳥瞰図を容易に作成できることが
挙げられる。























は MAGELLAN 社（現：Ashtech 社）の MobileMapper CX ２台を使用し（図６.23）、１台を基
地局、もう１台を移動局として使用した。GPS の計測方法としては DGPS (Differential GPS)を用
い、SBAS［Satellite Based Augmentation System］衛星（WAAS/EGNOS/MSAS など）からの
図６.24　２台のハンディ GPS を用いた後処理補正（上：補正前、下：補正後）









































寺村裕史　2009「古墳のデジタル測量と空間データ処理 ― 岡山市造山古墳のデジタル測量の成果から ―」
『考古学研究』第56巻第３号、考古学研究会











註： 「⑷　ハンディ GPS を用いた簡易測量」は2010年度（平成22年度）から３カ年で、筆者が研究代表者の
文部科学省科学研究費補助金・若手研究B「課題名：古墳のデジタル測量と空間データ処理に関する研
究（課題番号：22720299）」の成果の一部である。
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